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平塚市浅間町９－１  平塚市議会控室 

No.１２１６   ２０１３年５月１２日発行  

１市２町 ゴミ処理広域化推進事業 

日本共産党議員団の法律相談 

次回は６月８日（土）です。 

午後１時から  （要予約） 

いよいよ、大神に建設中の「次期環

境事業センター（ごみ焼却施設）」が

１０月から稼働となります。 

この施設の建設は、平成22 年5 月

17 日から平成25年9 月末迄を予定し

ており、建設工事費の総額は113 億

9,887 万5,600 円となっています。 

このゴミ焼却場は、ＤＢＯ（デザイ

ン・ビルド・オペレート）方式といっ

て、民間が施設の設計・建設・運営・

維持管理を一括して行い、市は施設の

所有、資金調達を行う方式で契約して

います。 

この運営業務委託契約が切れる２

０年後まで、１市２町がそれぞれの人

口、処理量をもとに按分して負担して

いきます。 

ここで発生する熱は売電され、運営

費の一部として事業者の収入となり

ますが、売電収入が５％を超えた場合

は、分配することになっています。 

１市２町（平塚・大磯・二宮） 

広域ゴミ処理施設の配置と稼働予定 

 
今年１０月に稼働予定の「次期環境事業センター」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

         

 

    

   

   

    

 

 

      

      

       

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

                                                         

 

 

  

 

 

厨芥類資源化施設 

厨芥類資源化施設とは、生ごみを発酵

させることにより、バイオガスを回収し

たり、堆肥として利用したりして、生ゴ

ミを資源化する施設のことです。 

１市２町が進めている「ゴミ処理広域

化計画」では、この「厨芥類資源化施設」

を大磯町に建設し、平成２９年度から供

用開始を目指しています。 

（１ページ目の右表の「施設の種類」

の２段目に記載） 

 

施設での資源化の方法と規模 

収集された可燃ごみから厨芥類のみを

分別し、バイオガスを取り出しメタン化

します。メタン発酵後の汚泥は、高効率

ごみ発電施設（ゴミ焼却場）に運んで焼

却する計画となっています。 

この厨芥類資源化施設は、大神へのゴ

ミの運搬を抑制するためにおこなうもの

で、現時点では大磯町、二宮町、平塚市

の一部の可燃ごみを処理することを想定

しており、前処理設備の施設規模は３８

ｔ/日、メタン発酵設備は１７ｔ/日とし

ています。 

 

平塚市の一部とは 

はじめ市は、旭地域の３万人を対象と

していましたが、出来るだけ集まりやす

いよう市内全域を対象とし、自治会単位

で手を挙げてもらい、その自治会には 

 
 

大磯町で生ゴミを処理する 

厨芥類（ちゅうかいるい）資源化施設とは 
平塚市が「景観重要樹木」募集 

指定袋制が導入された場合に、無料で提

供することを検討しているといいます。 

 

厨芥類資源化施設の建設費 

前処理施設とメタン発酵施設の２施設を

建設することになる。 

＊前処理施設・・５億１３００万円 

＊メタン発酵施設（乾式） 

・・５億７８００万円 

＊メタン発酵施設（湿式） 

・・９億８６００万円 

（乾式で計約１１億円、湿式では計約１

５億円） 

 

メタン化による売電は・・ 

市は、大磯（人口約３万３００人）、二

宮（約３万人）、平塚３万人分・・計９

万人の厨芥類、１日１７ｔの発酵設備で

は、売電までは難しいとしています。 

 

他の自治体での実施状況は 

 神奈川県内で、厨芥類資源化施設を持

っている自治体はまだありません。 

藤沢市が６月から試験的に指定した地域

で実施してゆく方針を出しており、５月

中旬に地域説明会が開かれます。 

 

ごみの減量化、燃やさない、資源化と

いう方向性の中で、最良の方法を皆さん

と考えて行きたいと思います。 

大磯町議会では５月２０日（月）９時

半から、総務建設常任委員会が開催され

「１市２町ごみ処理広域化における厨

芥類資源化施設について」の議題が審議

されます。厨芥類資源化施設の導入調査

の結果も報告される予定です。 

 

いま、平塚市では、地域の景観形成

に大切な役割を果たしている樹木を

「景観重要樹木」として指定するため、

皆様から樹木の応募を受け付けてい

ます。 

第１回目に指定された樹木は、左の

「総合公園のメタセコイアの並木」との

こと。 

皆さんの周りに、素晴らしい枝ぶり

の木、樹が作り出してくれる景観など、

地域に親しまれている樹木があるので

はないでしょうか。 

開発などで、なくなっていく樹もあり

ます。是非、みんなに親しまれる木や

景観を大切に守っていきたいですね。 

 

（掲載した写真は参考までに） 

 

応募は下記まで。 

まちづくり政策課 

(０４６３－２１－８７８１) 

平塚市総合公園のメタセコイアの並木↑ 

 

 


